て その美し さ を ボン ャリ 眺めて ゐる ことが 多かった。 

女 も ボン ャリ して ゐ たり、 笑 ひだしたり、 怒った リ憎 

んだ りした。 

「怒る ことと 憎む こと を やめて くれない か。 ボン ャリ 

して ゐられ ない のか」 

「だって、 うるさい の だもの」 

「さう かな。 やっぱり 君 は 人間 か」 

「ぢ ゃァ、 なによ」 

私 は 女 をお だてる と つけあがる こと を 知って ゐ たか 

ら 黙って ゐた。 山の 奥底の 森に かこまれた 静かな 沼の 

やうな、 私 はそんな なつかしい 気がする ことがあった _ 



る もの か。 夫婦 は 了 $ 同体 だなん て、 馬鹿 も 休み休み 

言 ふが いいや」 

「なによ。 私のから だに なぜ さはる のよ。 あっちへ 行 

つてよ」 

「いや だ。 夫婦と は、 かう いふ ものなん だ。 魂が 別々 

でも、 肉体の 遊び だけが あるの だから」 

「いや。 何 をす るの よ。 もう、 いや。 絶対に、 いや」 

「さう は 言 はせ ぬ」 

「いや だったら」 

女 は 憤然として 私の 腕の 中から とびだした。 衣服が 

さけて、 だらしなく、 肩が 現 はれて ゐた。 



に 自分の 生 を 托す だけの 勇気がない。 私 は 物 その物が 

物 その物で ある やうな、 動物 的な 真実の 世界 を 信ずる 

ことができな いので ある。 肉 慾の 上に も、 精神と 交錯 

した 虚妄の 影に 絢 どられ てゐ なければ、 私 は それ を 憎 

まずに ゐられ ない。 私 は 最も 好色で あるから、 単純に 

肉 慾 的 では 有り得な いの だ。 

私 は 女が 肉体の 満足 を 知らないと いふ ことの 中に、 

私自身の ふるさと を 見出して ゐた。 満ち 足る ことの 影 

だに ない 虚し さは、 私の 心 をい つも 洗って くれる の だ _ 

私 は 安んじて 私自身の 淫慾に 狂 ふこと がで きた。 何物 

も 私の 淫慾に 答へ る ものがない からだった。 その 清潔 



たためし はなかった。 

私 は 谷底の やうな 大きな 暗緑色の くぼみ を 深め て わ 

き 起り、 一 瞬に しぶきの 奥に 女 を 隠した 水の たわむれ 

の 大きさに 目 を 打 たれた。 女の 無 感動な、 ただ 柔軟な 

肉体よりも、 もっと 無慈悲な、 もっと 無 感動な、 もつ 

と 柔軟な 肉体 を 見た。 ひろびろと、 なんと 壮大な た わ 

むれ だら うと 私 は 思った。 

私の 肉 慾 も、 あの 海のう ねりに まかれたい。 あの 波 

にう たれて、 o リ たいと 思った。 私 は 海 を だきしめ 

て、 私の 肉 慾が みたされて くれば よいと 思った。 私 は 

肉 慾の 小さ さが 悲しかった。 
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